
葉の陰に
ひっそり咲く花

５班に分かれてセラピー体験へ

またたびの葉

スノーキャンドル

■問合せ
国道54号活性化アクションプラン推進協議会
（い～にゃん人つなぎ協議会）
電話76・2864（地域振興課）

みんなで灯そう！イルミネーション企画
　今年で6回目を迎えたスノーキャンドルイベント。町外でも注目を集め
だし、近隣の市町の団体からも協力したいとの声が聞こえてくるようにな
りました。町内だけでなく、町外の団体と｢道｣｢灯り｣｢つながり｣をキー
ワードに連携していくことで、国道５４号線の活性化にも繋がり、飯南町の
地域力も上がると考えています。
　そして、新たな取り組みとしてイルミネーションを企画しています。

お盆に志津見ダム上流公園に設置（8月10日（土）～18日（日））
　現在、関係者と会場のレイアウトなどを大急ぎで調整しています。初め
ての試みとなるため、まずは綿密な計画をたて、安全に灯りが灯ることを
第一に考えています。大規模にはならないかもしれませんが、夏の夜、お
出かけの際にはお立ち寄り
ください！
　また、一緒にイルミネー
ションを設置したいなど興
味がある人は、お気軽にお
問い合わせください。
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　設立から10年を迎えた、国道
54号活性化アクションプラン推進
協議会。しかし、どんな目的で、ど
んな活動をしているのか知らな
い人も多いのでは？本協議会の
取り組みを連載で紹介します。
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 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

頓原小6年　森山　敬翔さん
家族名　森山　のぞみさん

「どげすうだ」
　　　困った時は
　　　　　　　助け合う

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明るい
まちづくりをめざしましょう。

もりやま けいしょう
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最
後
は
、家
族
み
ん
な
で「
ご
ち
そ
う
さ

ま
で
し
た
」。
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